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研究成果の概要（和文）：本研究では、日本全国の地域ごとに、健康･医療･介護のパフォーマンス(日常生活自
立期間、認知症自立度に基づく健康余命、医療のリスク調整アウトカム､プロセスの質指標等)を定量化した。ま
ず、定量化が難しいパフォーマンスの計測方法を研究開発し、それに基づき全国の値を計測して、ばらつきの実
態を示した。その上で、地域社会レベルでの保健医療介護の資源配備状態、社会支援･環境・教育レベル・就業
状態等の社会経済因子などの地域間の複雑なばらつきの要因構造とパフォーマンスとの関連につき、幅広く示し
た。

研究成果の概要（英文）：We quantitatively visualized the regional clinical performance of health and
 health care such as healthy life expectancy without activity limitation, healthy life expectancy 
based on Daily Life Independence Score for People with Dementia score, risk-adjusted health 
outcomes, and process measures. First, we developed the methods to calculate various health care 
performance which had been difficult to calculate, and then visualized the variations across the 
country. Next, we elucidated the relationships between complex factors including socio-economic 
factors such as medical resource allocation, social support, education, and employment at regional 
level, and health care performances such as healthy life expectancies and risk-adjusted health 
outcomes.

研究分野： 健康医療介護の経済・政策とマネジメント

キーワード： 地域の医療の質　地域の介護の質　健康寿命　平均自立期間　健康・医療・介護の地域システム　医療
介護資源　医療介護費用　拠点化と連携強化

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
医療介護の「質」の地域格差の可視化は世界的に発展途上だが、本研究は日本全国の地域ごとに健康・医療・介
護のパフォーマンスを定量化し、地域レベルに焦点を充ててパフォーマンスの要因構造を解明したこと、それも
ミクロデータを用いて全国で定量化したこと自体に学術的意義があり、独自性・創造性が極めて高い。しかも社
会保障財源が逼迫し、超高齢社会で需要が拡大する中、資源分布や社会経済特性に係る因子を扱う計測方法と解
釈につき広く検討しており、自治体や地域レベルで自らの地域の実態を把握し、改善に向けて検討できる基盤と
なりうる点において、社会的意義が極めて高い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
超高齢化社会、有限資源、逼迫財政のもと、国民の活気ある生活と健康寿命を維持増進する社

会システムを構築するための科学的な知見と技術が必要である。我々は、医療の質の地域格差の
存在を明らかにし、医療資源の地域格差が拡大傾向にあることを全国レベルで明らかにしてき
たが、これらは社会の持続可能性を脅かす状況にあり、社会システムを把握し構築する科学の確
立は喫緊の課題である。 
そこで、「日本全国の地域ごとの健康寿命と医療・介護のパフォーマンスの要因構造はどうな

っているのか」「地域ごとの健康・医療・介護のパフォーマンスの計測方法と、地域におけるば
らつきの実態はいかなるものか」という問いを核心とし、地域レベルでの健康寿命・平均自立期
間、医療・介護のパフォーマンスについて、社会経済環境特性や資源分布など多様な因子を学際
的に広く捉え、それらの関係性を解明する。地域レベルの指標は、平均のみならず、内包する格
差に関係しうる分散・分布も対象とし、本研究で計測方法について研究開発し、その方法に基づ
いた地域差の算出と要因分析を行う。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下である。 
（１）地域医療システムの質指標の研究開発：地域に焦点を当て、日本全国の地域ごとに健康・
医療・介護のパフォーマンスを定量化する（健康寿命・自立期間、５疾病５事業のリスク調整ア
ウトカム、エビデンスに基づく推奨の遵守率、要介護状態のリスク調整悪化率など）。具体的に
は、レセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）を用い、急性心筋梗塞（AMI）と脳
梗塞症例に対する地域医療システムの質指標を二次医療圏ごとに算出する。 
（２）地域ごとに医療のパフォーマンスの要因構造の解明：高度解析技術を導入して、資源分布
や社会経済特性に係る因子を学際的に広く捉えて、要因構造を解明する。具体的には、１）二次
医療圏ごとに心筋梗塞患者のリスク調整死亡率を算出し、地域レベルの人口・社会経済的因子、
医療資源の量、PCI 診療の集約化の指標との関連を調べる。 
（３）地域医療システムの機能分化と連携の把握：１）病棟医療機能の数値指標の開発と地域医
療機能の把握：様々なパフォーマンスのうち、二次医療圏ごと病棟医療機能、高度急性期・急性
期病棟・病床数変化について、病棟機能を定量化し、地域の医療機能の実態把握が可能となる仕
組みを研究開発する。また、２）医療システムにおける連携の可視化・数量化：脳梗塞入院患者
について、医療機関をノード、患者の転院をエッジとする患者共有のネットワーク分析を行う。 
（４）介護 DB による地域の健康余命（要介護度によるもの及び認知症自立度によるもの）およ
びその要因分析：全国の二次医療圏・市町村レベルで認知症関連の施策・社会状況を可視化･評
価するための指標体系を構築し、認知症高齢者の日常生活自立度を不健康とした場合の健康余
命(以下、認知症自立余命)の算出及び可視化と認知症自立余命の地域差の要因分析を行う。 
 
３．研究の方法 
（１）地域医療システムの質指標の研究開発 
 NDB オンサイトリサーチセンター（京都）で病名と診療行為を用いたアルゴリズムを開発し、
レセプト情報・特定健診等情報データベース（NDB）を用いて、急性心筋梗塞（AMI）と脳梗
塞症例に対する地域医療システムの質指標を、まず二次医療圏ごとに算出する。次に、AMI と
脳梗塞入院症例（2014～2020 年度）を抽出し、二次医療圏ごとの地域医療システムの質指標を
算出した。さらに、二次医療圏の人口のばらつきで、実測値に基づいた指標値は不安定であり、
それを補完するために shrinkage estimate を算出する。 
（２）地域ごとに医療のパフォーマンスの要因構造の解明 
 心筋梗塞患者のリスク調整死亡率を二次医療圏ごとに算出し、地域レベルの人口・社会経済的
因子、医療資源量、PCI 診療の集約化の指標との関連を調べる。 
（３）地域医療システムの機能分化と連携の把握 
 ①病棟医療機能の数値指標の開発と地域医療機能の把握：2019 年の病床機能報告（病棟票）
より選択した項目を各病棟の稼働病床数で除すことを基盤に、医療機能の臨床的な内容を反映
し病棟の機能を評価する指標値を開発する。さらに入院基本料ごとに指標値の分布を可視化し
て参考情報を得て、様々な条件で指標値の閾値を設定し、医療機能を区分する。例えば、高度急
性期（指標値が閾値以上）の病棟数と、病床機能報告で病院が主観的に報告した高度急性期の病
棟数を比較・表示し、地域での機能区分別病棟数・病床数も表示できるようにし、地域の医療機
能の分担や連携、地域医療計画の協議に資する学術的・客観的基盤を作る。 
 ②医療システムにおける連携の可視化・数量化：脳梗塞入院患者について、レセプトデータを
用い、医療機関をノード、患者の転院をエッジとする患者共有のネットワーク分析を行う。某県
の 2013～2019 年度の国保・後期高齢者医療制度のレセプトデータより急性期脳梗塞入院を同定
し、それに連続する入院を脳梗塞による転院とみなしてネットワークを構築し、コミュニティ検
出、中心性解析を行う。 
 



 
 

（４）介護 DB による地域の健康余命（要介護度によるもの及び認知症自立度によるもの）およ
びその要因分析 
 全国の二次医療圏・市町村レベルで認知症関連の施策・社会状況を可視化･評価するための指
標体系を構築する。認知症高齢者の日常生活自立度を不健康とした場合の健康余命(以下、認知
症自立余命)の算出及び可視化と認知症自立余命の地域差の要因分析を行う。 
 
４．研究成果 
4.1.研究の主な成果 
（１） 地域医療システムの質指標算出 
 受領したデータをデータベース化し、急性心筋梗塞に対する経皮的冠動脈インターベンショ

ン（PCI）実施割合、1 か月以内の心大血管リハビリテーション実施割合、脳梗塞に対する t-PA

投与割合、2日以内の脳血管リハビリテーション実施割合を地域医療システムの質指標として二

次医療圏ごとに算出した。さらに、二次医療圏の人口のばらつきで、実測値に基づいた指標値は

不安定であり、それを補完するため、二次医療圏の人口を考慮し、各都道府県の平均に収束する

ような処理を行い、shrinkage estimate により算出した。Shrinkage estimate は、イギリスの

English Indices of Deprivation の算出に使われている empirical logit を用いる方法で算出

した。 

 2014～2020 年度の各指標の平均は、AMI に対する緊急 PCI 実施割合が 65.7%から 70.6%、1 か

月以内の心大血管リハビリテーション実施割合が 44.4%から 61.8%、脳梗塞に対する t-PA 投与

割合が 4.9%から 6.4%、2 日以内の脳血管リハビリテーション実施割合が 40.4%から 55.1%に変化

した。算出した 4つの指標において、二次医療圏の差が年々縮まってはいたが、まだ大きいばら

つきが存在した。 

（２） 地域ごとに健康・医療・介護のパフォーマンスの要因構造の解明 
 データは、（1）多施設 DPC データ、厚労省の（2）DPC 集計データと（3）NDB を使用した。（1）
の 2010～2018 年度の AMI 症例から作成した Killip 分類などを用いた院内死亡予測モデルを用
い、（2）より二次医療圏ごとのリスク調整死亡数を算出した。（3）より、集約化の指標として 2016
～2018 年度の二次医療圏ごとの緊急 PCI 症例数に対するハイボリュームセンターで実施された
症例数の比、即ちハイボリュームセンターへのアクセスの指標（以下、アクセスの指標）を算出
した。この指標と、二次医療圏の人口・社会経済的、医療資源関連因子を説明変数、リスク調整
死亡率（[実際の死亡数]/[リスク調整死亡数]）を目的変数とした部分的最小二乗（以下 PLS）
回帰分析を行った。二次医療圏ごとの AMI のリスク調整死亡率は 0.6 から 1.4 までであった。
PLS 回帰分析より、リスク調整死亡率と正の相関がある 2つの成分が同定された。成分 1は、高
齢者の割合など、地方部の特徴と考えられる因子の負荷量がプラスで、成分 2は、病院の密度が
プラス、人口当たりの医師数がマイナスであった。アクセスの指標の負荷量は 2つの成分共にマ
イナスであった。病院数が多くとも、高度の診療が可能な病院へのアクセスが円滑ではない地域
は医療機能が分散されていると考えられ、集約化や連携など、医療サービス提供の効率性も AMI
死亡率と関連がある可能性が示唆された。 

 

図 1．二次医療圏単位の急性心筋梗塞に対するリスク調整死亡率. 



 
 

（３）地域医療システムの機能分化と連携の把握 
 ①病棟医療機能の数値指標の開発と地域医療機能の把握： 
2019 年の病床機能報告（病棟票）より選択した項目を各病棟の稼働病床数で除し、その計を指
標値とした。また、入院基本料における指標値の分布を可視化して閾値を設定し、高度急性期（指
標値が閾値以上）の病棟数及び病床機能報告による高度急性期の病棟数を表示することで、その
増減を把握できる方法を開発した。高度急性期病棟と報告していながら指標値が低い病棟、逆に
急性期と報告していながら指標値の高い病棟があること、また指標値 0 となる病棟が存在した。
本ツールを活用し、医療計画や地域の医療実態を鑑み、必要に応じて指標値の項目を変更するこ
とで、より適した指標値が作成できると期待される。 
 ②医療システムにおける連携の可視化・数量化：脳梗塞の転院ネットワークより、急性・回復・
療養期の機能を持つ医療機関から構成されている 6 個のコミュニティが特定された。急性期脳
梗塞入院数は増加していない一方で転院数が増加しており医療機関間の連携が促進されている
ことが示された。 
 

（４）介護 DB による地域
の健康余命（要介護度によ
るもの及び認知症自立度
によるもの）およびその要
因分析 
 認知症自立余命を要介
護度 1・2、認知症自立度 1・
2 の各時点を基準として市
町村、二次医療圏ごとに算
出し、昨年度の知見から、
二次医療圏における認知
症高齢者の日常生活自立
度 2以上を不健康とした場
合の認知症自立余命を指
標として検討を進めた。健
康余命及び認知症自立余
命の地域差をグラフ、地図
等で可視化した。 
 地域差の要因分析では、
認知症自立余命の地域差
と、社会環境や高齢者の置
かれた状況等を二次医療
圏単位で分析し、認知症自
立余命と関連する要因の
検討を行った。統計モデル

図 2. コミュニティと医療機関の機能に関するネットワークの可視化 

図３ 



 
 

は、Partial Least Square 回帰モデルを使用し、潜在因子ならびに回帰係数を算出した。潜在因
子は、人口、人口密度が高く、短大以上卒業者割合が高い(因子 1)、老年人口や自動車通勤者割
合が高く、単独世帯割合が低い(因子 2)、第３次産業就業者割合や歯科診療所数が多く、第２次
産業就業者割合が低い(因子 3)がみられた。因子１の地域は都市部の特徴、因子２は地方部の特
徴が強いことから、男性は因子１の負荷が高いほど、すなわち都市部の特徴が強い地域ほど認知
症自立余命が長い傾向があることが見られた。一方で、女性の認知症自立余命は都市部の特徴に
近い因子１の負荷とは関係なく、男性の認知症自立余命が女性より居住地の特徴に大きく影響
されることが示唆される。回帰係数は、男女ともに、認知症自立余命と、65 歳以上人口あたり
認知症サポーター数、短大以上卒割合が認知症自立余命と正に、15 歳以上人口あたりたばこ税
が負に関連した。男性は、核家族世帯中母子世帯割合、完全失業者割合がともに負に関連した。
女性は、第 1 次産業就業者割合、人口あたり病院数が正に関連した。なお、市町村単位の健康余
命は、人口規模の小さな町村では極端な値となりそのままでは検討が難しかったが、Shrinkage 
estimation 法を用い、人口規模の小さな町村の健康余命が測定できるようになった。 
 
4.2. 得られた成果の国内外における位置づけとインパクト、今後の展望 
（１） 地域医療システムの質指標算出 
 NDB を用いて AMI と脳梗塞に対する二次医療圏単位の医療システムの質指標を算出した。
NDB より全国的な医療の質指標を算出し、可視化することが可能で、算出した指標は、地域医
療計画の協議への活用が期待される。 
（２）地域ごとに健康・医療・介護のパフォーマンスの要因構造の解明 
 二次医療圏の AMI 患者のリスク調整死亡率には、都市部と地方部の差、医療資源の量では説明

できない関連因子が存在した。地域医療の質を計測することの重要性、そして、地域医療の質を

高めるため、医療提供の効率性の重要性が示唆された。 

（３）地域医療システムの機能分化と連携の把握 
 ①病棟医療機能の数値指標の開発と地域医療機能の把握：全国で標準化された病床機能報告
を用い、病棟機能を定量化し、二次医療圏ごとに病棟医療機能、高度急性期・急性期等の病棟・
病床数を計測し、機能区分ごとの地域内分布を示すことが可能となった。この成果を活用できる
よう、様々な機能区分で可視化を可能とするツールを開発した。これにより、病床機能報告(病
棟票)から任意の項目を選択することで指標値を自動作成できるので、項目の組み合わせと重み
づけを変更することで各都道府県の実情に応じた指標値の設定が可能である。また、病床機能報
告に記載された実績を元にしているため客観的であり、閾値の設定も自在に変更可能であり、病
棟・病床数の分布の把握を容易に行えることが強みである。各都道府県や地域医療のステークホ
ルダーが医療実態を鑑み、地域医療の機能の分担や連携を協議することに活用できる仕組みと
して期待できる。 

 ②医療システムにおける連携の可視化・数量化：レセプトデータを用いたネットワーク分析を

用いて脳梗塞入院医療連携の実態を可視化し、脳梗塞治療のコミュニティを特定した。ネットワ

ーク分析は今後、医療連携に関する評価や政策の検討に資する可能性がある。 
 
（４）介護 DB による地域の健康余命（要介護度によるもの及び認知症自立度によるもの）およ
びその要因分析 
 認知症高齢者の日常生活自立度データを活用して算出した地域毎の健康余命指標を可視化し、

地域差の要因分析を行った。健康余命指標が確立し、健康余命の関連要因を同定することで、今

後、認知症諸施策の包括的な評価体系を構築することが可能となる。 

 

表 1 PLS 回帰係数 中心化・標準化した回帰係数のうち絶対値が上位の変数 

 変数 回帰係数 中心化・標準化した係数 

 
男 
性 

65 歳以上人口あたり認知症サポーター数 

短大以上卒割合 

核家族世帯中母子世帯割合 

完全失業者割合 

15 歳以上人口あたりたばこ税 

0.698 

0.010 

-0.117 

-0.092 

-0.072 

0.136 

0.130 

-0.136 

-0.138 

-0.196 

 
女 
性 

65 歳以上人口あたり認知症サポーター数 

短大以上卒割合 

第 1 次産業就業者割合 

10 万人あたり病院数 

15 歳以上人口あたりたばこ税 

0.439 

0.005 

0.006 

0.009 

-0.041 

0.083 

0.063 

0.076 

0.064 

-0.107 
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介護事業所の組織文化と利用者QOL の経年変化との関連

デイサービス利用者と家族介護者のQOL、介護負担感との関連

COVID-19パンデミック下の介護施設から急性期病院へ入院の分割時系列解析

 １．発表者名
林慧茹, 瀬川裕美, 愼重虎, 今中雄一

 ３．学会等名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第80回日本公衆衛生学会総会

第80回日本公衆衛生学会総会

第80回日本公衆衛生学会総会

渡邊周介, 愼重虎, 高田大輔, 今中雄一

Khatoun Abbas, Shin Jung-ho, Sasaki Noriko, Imanaka Yuichi

奥野琢也, 愼重虎, 高田大輔, 糸島尚, 今中雄一

Imanaka Yuichi

"Post ISQua Highlight” International Webinar by Taiwan Healthcare Quality Association（招待講演）（国際学会）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

冠動脈カテーテルインターベンションの実施への新型コロナウイルス感染症の流行の影響

Quantitative Evaluation of Broad-Spectrum Antibiotic Use at Hospital Level

Physical restraint of dementia patients during the COVID-19 pandemic in Japan

Transforming COVID-19 Impact into Resilient & "Symbiotic" Health System and Healthy Society

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

日本計画行政学会第44回全国大会（招待講演）

The 9th Global Conference of the Alliance for Healthy Cities（招待講演）（国際学会）

第59回日本医療・病院管理学会学術総会

 ３．学会等名

Imanaka Yuichi

森佳奈恵, 愼重虎, 伏見清秀, 今中雄一

Ohki Y, Ikeda Y, Kunisawa S and Imanaka Y

今中雄一

The 10th International Conference on Complex Networks and their Applications（国際学会）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

Data-driven Planning for Healthy Cities

高齢患者における心臓血管手術前のベンゾジアゼピン系睡眠導入剤内服と術後せん妄との関連：DPCデータを用いた分析

Healthcare cooperation network constructed using patient claims data in Japan

包括的な COVID-19 施策･政策のフレームワークと提案

 １．発表者名

 １．発表者名



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第59回日本医療・病院管理学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第59回日本医療・病院管理学会学術総会

岡田理沙, 後藤悦, 愼重虎, 佐々木典子, 今中雄一

寺田伊織, 愼重虎, 今中雄一

中部貴央, 原広司, 今中雄一

原広司, 中部貴央, 今中雄一

第59回日本医療・病院管理学会学術総会

第59回日本医療・病院管理学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

認知症グループホーム利用の地域差

ネットワーク分析を用いた急性期脳梗塞患者の転院に関する経路の可視化と経年変化

介護職員の職務満足度および精神的健康状態の経時的変化と関連要因の検討

介護サービス利用者におけるQOLスコアの経年変化

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

医療経済学会第16回研究大会

医療経済学会第16回研究大会

ISQua's 37th International Conference（招待講演）（国際学会）

長野広之, 愼重虎, 森下哲司, 髙田大輔, 國澤進, 伏見清秀, 今中雄一

糸島尚, 愼重虎, 國澤進, 今中 雄一

Imanaka Yuichi

今中雄一

第71回日本病院学会（招待講演）

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

Hospitalization for ischemic stroke was affected more in independent cases than in dependent cases during the COVID-19
pandemic: an interrupted time series analysis

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）流行の日本におけるがん診療への影響：大規模DPCデータの分割時系列分析

COVID-19 impact on Japan healthcare system & Comparison of COVID-19 policy and measures among Taiwan, South Korea and Japan

医療の質、病院の質、地域医療システムの質

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第31回日本疫学会学術総会

第2回 超高齢化社会の課題を解決するための国際会議(The 2nd Nikkei Super Active Ageing Society Conference)（招待講演）

第79回日本公衆衛生学会総会

 ３．学会等名

今中雄一

原広司, 後藤悦, 佐伯みか, 村田和男, 田中紀雄, 森剛士, 斎藤正行, 今中雄一

今中雄一

愼重虎, 髙田大輔, 今中雄一

第46回日本脳卒中学会学術集会（招待講演）

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

健康(Well-Being)志向の社会システム設計･再構築へ（Design & Restructure Social System for Well-Being）〔指定パネルセッション〕

COVID-19蔓延によるデイサービスの長期欠席が運動機能とADLに及ぼす影響

ビッグデータに基づく脳卒中の地域医療システム再構築の推進〔指定シンポジウム〕

急性期病院における新型コロナウイルス 感染症の経済的影響

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第79回日本公衆衛生学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第79回日本公衆衛生学会総会

佐伯みか, 原広司, 後藤悦, 森剛士, 今中雄一

中部貴央, 原広司, 今中雄一

後藤悦, 原広司, 佐伯みか, 森剛士, 斎藤正行, 今中雄一

髙田大輔, 國澤進, 菊野朗, 入谷智子, 今中雄一

第79回日本公衆衛生学会総会

第79回日本公衆衛生学会総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

COVID-19蔓延によるデイサービス欠席が歩行機能に及ぼす影響

介護事業所における職員の精神的健康状態と利用者のQOL、組織文化との関連

通所リハビリテーションにおけるTimed Up & Go維持改善の要因分析

従事産業による腎機能低下リスク：健診受診者大規模データ解析

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第79回日本公衆衛生学会総会

第79回日本公衆衛生学会総会

第79回日本公衆衛生学会総会

林慧茹, 亀山悟, 高柳智美, 池田(園田)紫乃, 高橋新, 一原直昭, 宮田裕章, 今中雄一

佐々木典子、吉田雅博、山口直人、奥村晃子、菅原浩幸、愼重虎、今中雄一

愼重虎, 佐々木典子, 今中雄一

瀬川裕美, 坂本龍太, 今中雄一

第79回日本公衆衛生学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

機械学習を用いた医療・介護・健診・所得からの個人将来要介護度予測に関する研究

若手医師の診療ガイドライン活用の関連要因―教育、電子媒体への嗜好と病院IT環境

急性心筋梗塞患者におけるPCI実施割合の地域差とその関連要因：NDBを用いた分析

精神的健康状態と自殺企図の要因～ブータン王国第三次国民総幸福量調査より～

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第79回日本公衆衛生学会総会

第79回日本公衆衛生学会総会

第79回日本公衆衛生学会総会

 ３．学会等名

山田和輝, 原広司, 津田博史, 田中将之, 中部貴央, 今中雄一

今中雄一

糸島尚, 愼重虎, 今中雄一

文靖子, 佐々木典子, 伏見清秀, 今中雄一

第79回日本公衆衛生学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

患者満足度の自然言語処理における感情分析モデルの有効性の検証と判定

健康医療介護の未来づくり：社会的協働〔学会長講演〕

免疫化学療法時の固形腫瘍患者へのB 型肝炎ウイルスのスクリーニングと再活性化の検討

小児がん領域における制吐剤ガイドラインの一致率と疾患の関連調査

 １．発表者名

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第58回日本医療・病院管理学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回日本医療・病院管理学会学術総会（招待講演）

今中雄一

林慧茹, 亀山悟, 高柳智美, 今中雄一

愼重虎, 佐々木典子, 國澤進, 今中雄一

愼重虎, 佐々木典子, 國澤進, 今中雄一

第58回日本医療・病院管理学会学術総会

第58回日本医療・病院管理学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

健康医療介護の質・効率・公正の可視化とシステム再構築：レセプト情報等大規模データベースの解析と活用〔指定シンポジウム〕

人工知能による介護・医療・健診・税賦課データを用いた個人の将来介護費と医療費の予測モデル開発

NDBを用いた地域医療システムの質指標の算出

抗菌薬の院内使用基準が市中肺炎患者の診療ガイドライン推奨抗菌薬の選択に及ぼす影響、およびその抗菌薬選択がアウトカムに及ぼす影
響

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2020年

2020年

2020年

2020年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第58回日本医療・病院管理学会学術総会

第58回日本医療・病院管理学会学術総会

第58回日本医療・病院管理学会学術総会

糸島尚, 愼重虎, 佐々木典子, 國澤進, 今中雄一

中部貴央, 原広司, 今中雄一

山田和輝, 原広司, 津田博史, 田中将之, 中部貴央, 今中雄一

愼重虎, 國澤進, 今中雄一

医療経済学会 第15回研究大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

肝硬変を伴う上部消化管出血患者への予防的抗菌薬の効果：DPCデータ分析

介護事業所におけるクライシスマネジメントと組織文化との関連

満足度調査の自然言語処理による患者が注目する領域の同定

2型糖尿病患者における歯周疾患の管理が医療費、入院、重症化に及ぼす影響

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2020年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第34回日本国際保健医療学会

第39回医療情報学連合大会

日本医事法学会第49回研究大会

 ３．学会等名

佐々木典子, 今中雄一.

中部貴央, 竹内治.

髙田大輔, 國澤進, 菊野朗, 入谷智子, 今中雄一

瀬川裕美, Chencho D, Nidup D, Ugyen W, Pemba Y, 上松弘典, 國澤進, 坂本龍太, 愼重虎, 今中雄一

第63回日本腎臓学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

実装の科学・技術と診療ガイドライン. 診療ガイドラインと医療の質・QIで目指すData-Driven Health.

医療紛争における裁判外紛争解決（ADR）での相談前置のあり方―相談利用者ならびに相談委員への調査結果から―

行動変容のstageの高さはその後の腎機能低下のリスク低下と関連する

ブータン王国内の高血圧リスクの背景要因分析検討:Bhutan-Non Communicable Diseases Risk Factors: STEPS Survey Bhutan 2014を用い
て.

 １．発表者名

 １．発表者名



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名
第57回日本医療・病院管理学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第57回日本医療・病院管理学会学術総会

愼重虎, 佐々木典子, 國澤進, 弘田義人, 今中雄一.

原広司, 中部貴央, 今中雄一.

中部貴央, 原広司, 今中雄一.

鈴木竣平, 原広司, 烏帽子田彰, 今中雄一.

第57回日本医療・病院管理学会学術総会

第57回日本医療・病院管理学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

『術後感染予防抗菌薬適正使用のための実践ガイドライン』の遵守に影響を及ぼす病院診療科レベルの要因の検討 －調査票調査とDPCデー
タを用いた分析－.

介護職員の職務満足と組織文化・職場環境との関係.

介護事業所における組織文化の構造に関する検討.

地域枠を考慮した都道府県別医師数の将来推計.

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本公衆衛生学会総会

第78回日本公衆衛生学会総会

第78回日本公衆衛生学会総会

高田大輔, 伏見清秀, 今中雄一.

中部貴央, 原広司, 今中雄一.

原広司, 中部貴央, 今中雄一.

瀬川裕美, Chencho D, Nidup D, Ugyen W, Pemba Y, 坂本龍太, 愼重虎, 今中雄一.

第78回日本公衆衛生学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

機械学習やスパースモデリングなどの統計的手法による肺炎院内死亡予測精度の違い.

介護サービス利用者のQOL・精神的健康状態への関連要因の探索（第1報）.

介護サービス利用者のサービス満足および精神的健康と職員の組織文化との関連(第2報) .

ブータン王国のNCD-STEPS-Surveyを用いた、健康行動に関わる背景要因の検討.

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2019年

2019年

2019年

2019年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本公衆衛生学会総会

第81回日本血液学会学術集会

European Society for Medical Oncology（国際学会）

 ３．学会等名

堤育代, 三浦由希子, 関正則, 吉田近思, 米野琢哉, 今中雄一.

Bun S, Kunisawa S, Sasaki N, Matsumoto K, Yamatani A, Imanaka Y.

愼重虎, 佐々木典子, 今中雄一.

林慧茹, 瀬川裕美, 今中雄一.

第78回日本公衆衛生学会総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名
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